
　

過
去
四
半
世
紀
を
振
り
返
っ
て
、
世

界
の
中
で
最
も
激
し
い
変
貌
を
遂
げ
た

地
域
を
一
つ
だ
け
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
迷
わ

ず
中
国
長
江
デ
ル
タ
を
取
り
上
げ
た
い
。

一
九
七
八
年
に
中
国
が
改
革
開
放
に
着

手
し
て
か
ら
、
沿
海
部
は
ひ
と
し
く
急

成
長
を
遂
げ
た
が
、
そ
の
中
で
も
一
九

九
〇
年
に
上
海
浦
東
開
発
が
提
起
さ
れ

て
以
降
、
長
江
デ
ル
タ
は
飛
び
抜
け
た

成
長
を
実
現
し
た
。
長
江
デ
ル
タ
急
成

長
の
一
方
の
担
い
手
は
外
資
企
業
で
あ
る

が
、
国
内
企
業
の
中
で
は
私
営
企
業
の

発
展
が
果
た
し
た
貢
献
を
見
逃
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
浙
江
省
義
烏
市
の
雑
貨

品
市
場
に
は
四
万
店
を
越
え
る
店
舗
が

あ
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
雑
貨
品
を
求

め
て
世
界
各
地
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
が
蝟い

集
し
ゅ
う

し
て
い
る
。
こ
の
事
例
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
ご
く
零
細
な
中
小
企
業
を
含

め
、
数
限
り
な
い
私
営
企
業
が
こ
の
地

域
に
大
量
に
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
相
互

に
激
し
い
競
争
を
繰
り
返
す
中
で
多
種

多
様
な
産
業
集
積
が
形
成
さ
れ
た
。
そ

の
こ
と
が
、
長
江
デ
ル
タ
の
急
成
長
を

解
き
明
か
す
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。

　

多
種
多
様
な
産
業
集
積
は
今
後
も
生

き
残
っ
て
発
展
を
続
け
る
だ
ろ
う
か
。

産
業
集
積
が
引
き
起
こ
し
た
都
市
近
郊

農
村
の
経
済
社
会
構
造
の
大
変
動
は
、

ど
の
よ
う
な
新
た
な
課
題
を
私
た
ち
に

提
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
特
集

の
目
的
は
、
中
国
経
済
の
明
日
を
占
う

長
江
デ
ル
タ
の
い
ま
を
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

●
長
江
デ
ル
タ
の
占
め
る
位
置

　

長
江
デ
ル
タ
は
長
江
（
揚
子
江
）
下

流
域
を
さ
す
総
称
で
あ
る
。
広
義
の
長

江
デ
ル
タ
に
は
、
江
蘇
省
、
浙
江
省
、

上
海
市
の
二
省
一
市
が
含
ま
れ
る
。
狭

義
の
長
江
デ
ル
タ
に
は
、
江
蘇
の
八
都

市
（
南
京
、
揚
州
、
南
通
、
鎮
江
、
常

州
、
無
錫
、
蘇
州
、
泰
州
）
と
、
浙
江

の
七
都
市
（
杭
州
、
嘉
興
、
湖
州
、
寧

波
、
紹
興
、
舟
山
、
台
州
）
に
、
直
轄

市
で
あ
る
上
海
市
を
加
え
た
一
六
都
市

が
含
ま
れ
る
。

　

長
江
デ
ル
タ
は
近
代
以
降
の
中
国
に

と
っ
て
常
に
経
済
の
中
心
地
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
図
1
は
、
長
江
デ
ル
タ
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
全
国
に
占
め
る
シ
ェ
ア
の
歴
史

的
な
変
化
を
み
た
。こ
の
図
に
よ
れ
ば
、

人
民
共
和
国
建
国
初
期
の
一
六
・
四
％

か
ら
改
革
開
放
が
始
ま
っ
た
一
九
七
八

年
の
一
七
・
八
％
ま
で
、
長
江
デ
ル
タ

の
シ
ェ
ア
は
微
増
に
留
ま
っ
た
。
伝
統

的
な
社
会
主
義
時
代
に
お
い
て
、
長
江

デ
ル
タ
は
そ
の
経
済
的
地
位
を
保
持
し

た
と
い
え
る
が
、
そ
の
後
の
急
成
長
と

比
較
す
れ
ば
停
滞
し
て
い
た
と
も
い
え

る
。
改
革
開
放
後
、
江
蘇
、
浙
江
は
順

調
に
成
長
し
た
も
の
の
、
上
海
が
相
対

的
に
停
滞
し
た
た
め
、
一
九
九
〇
年
ま

で
に
長
江
デ
ル
タ
の
シ
ェ
ア
は
低
下
し

た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
上
海

浦
東
開
発
を
き
っ
か
け
に
成
長
が
加
速

し
、
二
〇
〇
〇
年
に
そ
の
シ
ェ
ア
は
二

〇
％
を
超
え
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
は

シ
ェ
ア
の
伸
び
が
鈍
化
し
、
二
〇
一
〇

年
は
二
〇
〇
〇
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
水
準
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
広
州

を
中
心
と
し
た
珠
江
デ
ル
タ
、
北
京
・

天
津
を
中
心
と
し
た
環
渤
海
地
域
と
並

ん
で
、
長
江
デ
ル
タ
が
沿
海
部
に
形
成

さ
れ
た
三
大
集
積
地
の
一
つ
と
し
て
、

重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

● 

な
ぜ
い
ま
長
江
デ
ル
タ
に
注
目
す
る
か

　

長
江
デ
ル
タ
に
注
目
す
る
第
一
の
理

由
は
、
こ
の
地
域
が
中
国
の
中
で
最
も

著
し
い
成
長
を
遂
げ
た
先
進
地
域
で
あ

り
、
全
国
の
動
向
を
い
わ
ば
先
取
り
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
来
、
中
国
は
輸
出
に
過
度
に
依
存
し

た
経
済
構
造
を
改
変
し
、
外
需
主
導
型

か
ら
内
需
主
導
型
へ
の
転
換
を
模
索
し

て
い
る
。
そ
の
過
程
で
注
目
さ
れ
て
い

図1　長江デルタGDPの全国シェアの変化
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い
ま
長
江
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ル
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で
な
に
が
起
き
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る
か
―

特
集
に
あ
た
っ
て

加
藤
弘
之
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る
の
が
、
都
市
化
の
動
向
で
あ
る
。
改

革
開
放
以
来
、
中
国
の
都
市
化
比
率
は

着
実
に
増
加
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
動

き
が
と
く
に
加
速
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
理
由
は
、
既
存
都
市
に
お
け
る
人

口
の
社
会
増
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
都
市

地
域
が
農
村
地
域
に
浸
食
す
る
よ
う
に

膨
張
し
て
農
村
が
都
市
と
な
る
、
い
わ

ゆ
る
「
農
村
都
市
化
」
が
進
ん
だ
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
中
国
は
都

市
と
農
村
と
を
峻
別
す
る
制
度
障
壁
を

設
け
て
、
両
者
の
融
合
を
厳
し
く
制
約

し
て
き
た
が
、
市
場
化
の
進
展
に
と
も

な
い
、
都
市
と
農
村
と
の
一
体
化
を
政

府
と
し
て
も
積
極
的
に
進
め
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
な
産

業
集
積
地
の
勃
興
、
耕
地
の
非
農
業
用

地
へ
の
転
用
や
外
来
人
口
の
流
入
・
定

着
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
中
国
が
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
現
象
が
集
中
し
て
起

き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま

な
矛
盾
や
軋
轢
を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
調
査

デ
ー
タ
を
も
と
に
実
証
的
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
中
国
経
済
の
持
続
的
発

展
を
考
え
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
。

　

第
二
の
理
由
は
、
長
江
デ
ル
タ
が
特

別
の
歴
史
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
改
革
開
放
初
期
の
一
九
八
〇

年
代
、
突
如
出
現
し
て
私
た
ち
を
驚
か

せ
た
「
郷
鎮
企
業
」
は
、
長
江
デ
ル
タ

に
生
ま
れ
、
急
成
長
し
た
農
村
企
業
で

あ
る
。
当
時
、
郷
村
政
府
が
主
導
的
な

役
割
を
担
う
「
蘇
南
モ
デ
ル
」
と
、
農

民
の
個
人
経
営
を
主
と
す
る
「
温
州
モ

デ
ル
」
が
対
比
さ
れ
、
そ
の
優
劣
が
盛

ん
に
論
じ
ら
れ
た
。
と
く
に
、
地
方
政

府
が
あ
た
か
も
企
業
の
取
締
役
会
の
ご

と
く
振
る
舞
う
蘇
南
モ
デ
ル
は
内
外
の

注
目
を
集
め
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年

代
に
入
る
と
、
郷
鎮
企
業
の
所
有
制
改

革
が
進
み
、
九
〇
年
代
末
ま
で
に
ほ
と

ん
ど
の
郷
鎮
企
業
が
民
営
化
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
さ
し
て
、
蘇

南
モ
デ
ル
は
温
州
モ
デ
ル
に
収
斂
し
た

と
す
る
議
論
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
実

態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
今
日

の
地
方
政
府
は
、
企
業
を
自
ら
経
営
す

る
こ
と
は
せ
ず
に
、
積
極
的
に
私
営
企

業
を
引
き
込
む
こ
と
に
力
を
入
れ
、
生

産
要
素
、
と
く
に
土
地
開
発
権
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ

た
。
要
す
る
に
、
地
方
政
府
は
決
し
て

主
導
的
な
役
割
を
放
棄
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
依
然
と
し
て
地
域
の
発
展
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
図
2
は
、

企
業
、
土
地
、
労
働
力
を
操
っ
て
地
元

経
済
の
振
興
を
図
る
地
方
政
府
の
役
割

を
図
式
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
理
由
は
、
長
江
デ
ル
タ
が
空

間
経
済
学
に
基
づ
く
実
証
研
究
の
た
め

の
貴
重
な
フ
ィ
ー
ド
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
経
済
学
の
新
し

い
領
域
と
し
て
空
間
経
済
学
が
注
目
を

集
め
、
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
も
出
版
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
空
間
計
量
と
い
っ

た
手
法
も
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
論
面
の
進
展

が
華
々
し
い
の
に
比
較
す
る
と
、
実
証

面
で
は
ま
だ
見
る
べ
き
成
果
が
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
大
の
理
由

は
、
信
頼
に
足
る
実
証
デ
ー
タ
を
集
め

る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。

長
江
デ
ル
タ
は
、
近
年
、
急
速
に
経
済

発
展
が
進
み
、
郷
鎮
レ
ベ
ル
に
お
い
て

さ
え
厚
み
の
あ
る
多
様
な
産
業
集
積
が

形
成
さ
れ
、
な
お
激
し
い
勢
い
で
成
長

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
世
界
で
も
ま
れ
に
見

る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
い
っ

て
、
長
江
デ
ル
タ
は
産
業
集
積
研
究
の

い
わ
ば
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
」
の
よ
う

な
存
在
な
の
で
あ
る
。

●
本
特
集
の
ね
ら
い

　

本
特
集
の
ね
ら
い
は
、
地
方
政
府
、

産
業
集
積
、
都
市
化
、
生
産
要
素
の
流

動
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
長
江
デ

ル
タ
に
い
ま
起
き
て
い
る
経
済
社
会
構

造
の
大
変
動
を
、
実
態
に
即
し
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

本
特
集
は
、
筆
者
が
研
究
代
表
を
つ

と
め
る
平
成
一
九
〜
二
三
年
度
文
科
省

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ａ
）

「
中
国
に
お
け
る
農
村
都
市
化
の
実
証

研
究
―
企
業
・
土
地
・
労
働
力
の
集
積

と
地
方
政
府
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
研
究
成
果
の
全
容
に
興
味
が
あ

る
読
者
は
、
参
考
文
献
①
、
②
も
あ
わ

せ
て
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
か
と
う　

ひ
ろ
ゆ
き
／
神
戸
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科　

教
授
）

《
参
考
文
献
》

① 

加
藤
弘
之
・
呉
柏
鈞
編
﹇
近
刊
﹈『
中

国
長
江
デ
ル
タ
の
都
市
化
と
産
業
集

積
』
勁
草
書
房
。

② 

加
藤
弘
之
・
日
置
史
郎
編﹇
近
刊
﹈『
中

国
長
江
デ
ル
タ
産
業
集
積
地
図
』
Ｎ

Ｉ
Ｈ
Ｕ
現
代
中
国
早
稲
田
大
学
拠
点

研
究
シ
リ
ー
ズ
六
（
産
業
集
積
地
図

は
、
珠
江
デ
ル
タ
も
加
え
て
下
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る

h
ttp
://w

w
w
.eco

n
.to
h
o
ku
.

ac.jp/~hioki/hom
epage/kato_

kaken_hp/root/index.htm

）。

図2　地方政府の役割の概念図

(出所)筆者作成｡
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